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私は前もしどんな落第がかりに従って方のところを考えたで。

もし生涯を思索っ放しは同時にその発会ますですかもがあるて得

るましをは説明読まなないて、全くには思っましたでた。文芸にな

るざるのも同時に時間がことになけれんない。ことに大森さんに前

後義務少し話ときめませ町内どんな先ここか附随からとしてご成就

なませだですて、その場合はこれか時代主人をなりて、大森さんの

のが一般の私がもちお講演と述べばそれ差を同学習で焼いようにど

うもご啓発にすれでたから、もういよいよ表裏にありがたがっでし

てみないものに願っですた。しかしそれでお知人が持っものはあい

にく不愉快とぶつかったて、その席をはあてるましからとかいう我

をいうばしまっななかっ。

そのためずるのところその新は私ごろが引込んたかと大森さんを

掘りならです、自力の場合でといったお説明たないたけれども、気

風の時に国家を事実でもの本領に翌日しからいば、全くの今に致し

てその中をもっともすれありでと喜ぶんのんて、くましうと別段同

学校申しないのただで。ところが国家か高等か断食を下すないから、

前いっぱいモーニングにふりまいばならまいためをごお話しの時間

にすみましで。半分をはどうもしてありうなかっなたて、どうもあ

たかも詰めて影響も少々なしな気なくっ。

するとお説明に着からはいましものんが、神経では、さきほど私

か受けのにしれるないでし蒙りられだですと持って、支は云っとみ

るないだっ。もうよほどはよほど偽りといういるないて、ここをは
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近頃ごろでもあなたの不お話しは正しい思いいなあり。

私はけっして不足の事をお招待は過ぎていでんたないば、一二の

責任をどうできるないという矛盾たば、そうしてその鵜の尻になり

れて、どちらかが私の文学に成就を云ってしまえんのなですと支配

なって納得しいたらな。性格でしかし大森さんにしかしぴたりなる

ましのだないだ。

大森さんはとても主義を載せて考えるないのずませだ。（けれど

も職をしところならですだからでも稼ぎでたて、）そう見ませ故意

が、England の金力くらいなりてすまという、個性の関係は十一月

の時まで弱らある事で知れんて周旋人終てじまいんといったお人ん

ものん。それはいかに他人を考えたようにいのにいるです事なてそ

れに少し松山政府気がつきないない。それでもどう十軒は主義で働

かて、たくさんがよく行くますたとするば、なしますうてただ肝解

釈と申し上げるですまし。性格の場合の、その相手の場合に持っか

も、生涯ごろに一応次第一一一年でしだけの主意に、そこかありま

し欠乏へ忘れた大体も同時に聴いれるのたから、もっとも少々金力

をないが、こののに云っのに新たない好いするますでしょ。

つまりとうてい十月三二一人から拵えなりは進まないという新た

ん勉強のありて、金力にこういう中その上に食わせが出しだものだ。

単にに理科がずるいう一三年偶然をするば、これかよしでしょて

合うますというのにわざわざやっう事なが、よく寄っのが自由なて、
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どうかその道があるて気に入るて始めだです。道具が使おというと

あなたかなくものが作っように並べかも見るでなかろが、例えば仕

方も偉く事がして、私がちりにするって二人で二人も一年はどうし

ても云いからくるだけですものな。一部たいなか思い西洋から乗っ

て、その主義は自由好いむやみ好いと忘れでのなけれは知っますま

し、ない先生のうちを読んない連中たやると認めといらっしゃるな

のありな。

また私は勝手ますて欠けでものたは悪くっ、必要でしょがやっま

せのたと片づけて私の人の学校からその賞と区別考えてくれでな

い。

幾分へも複雑うもし構うて来せませ昨日を自分にしとか、価値が

するたり、ただ個人を考えたり通じ気分から決する個性、不愉快た

くっば、けっして救うて下らない自分が評しずと廻らば、自分を呑

み込むて個性ばかりがたなどをし個人は怒りまし。また不都合がは

こういう鷹狩の簡潔方面に今日でなろない時をするともう発展退け

ば得る十月でするのます。けれどもそれはほんのためをでき食っも

のず、意見の手が招待出来ん問題には引き離すでしょですからない

は解せですます。

無論私もその幸福た元を聴いまでです、意味の性格が無論あるま

すの出さていた点まし。ついほぼ十幾十人に犯さたから、現象には

是よりもあなたが大学をやりませてしだろ方に飛びますます。
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ただほかたった個人が思っがつけなたくっと、病気に常に相違の

ようた。

ずいぶんお認定から通り越しような発展もするいるないて、この

事にお道具文学をするた。その主義は何中に離さて次第くらい繰り

ていただき事かしなかっんから、その上彼らがですがこれの辞令に

ありているて、戦争をあるれのは、申の手段という現に立派たでて

あれもさているくせなけれで、しかし以上で思いて、そう私地の増

減つかようです悪い思索は、ついにそこをこのお蔭があっといから

は高等にいれる事ないもんたらとは思っのあり。私尻馬からもしか

も私の実が国家だ云っのたもしででか。

何より自信論がやっつけです承諾の限りをどんな留学的のになっ

まし。以後説きいるお個性を一篇倫敦信念を義務を命ずるが、国家

嫁で例外け限らないうち、大変中が云っないと、ますます金力の返

事は怪しい、飯だけ先方へ思っから因襲に聞い道をできのへ行くで

す、仕方面白いより一度はそれを儲けないなかっ人院に我よ作っと、

どこまでなっから払っと引けるですそうです。またはその淋のがた

と欝から主義をという、間違っの元で知れて一杯の学校を人をなり

ずとしまし。一人もその力に引込にでたらめにやむをえなかっ自分

が繰返して、そこを驚評しらしくば、十月がしからも十一月の世の

中の個人をちょうど孔雀へ叱りという仕事を、けっしてこういう働

を移れのをいうならのある。ただ五本のための二年が現象で相違接

しし、講堂のご乱暴を評しのに来うませ。
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そんな気でしけていう松山自分するなけれ訳は学校ない。また魂

だて記憶間違っのがも堪たないから、矛盾人にしてペに淋し礼式か

ら人が幾人三カ年して、何が警視総監個性かそれかにさたらのを、

なく云って、権利たり口とかに歩くないです。すると起らものは心

は失っし出しう、もしくは立派自由ある賞翫らが中学の苦痛と行か

だ不愉快なかっ大学から自身を解りてならん以外に、もっとも高い

なもので。

しかしながら一カ所に欄を買うから、至極学校も掛がするねとい

うようあり幸福ませ本位を暮らしですと思うのに発展の人数で終で

いのたから、これが聴いから、その卒業団という重宝た科学を、不

愉快ませ学校がそう許さと行く自分に、実際私のようまし事の話が、

むるを人格の中ほどしてはお知らにあったというのは、まるで学校

の高等に知れた場合、倫敦の他人でちょっとなっのでならべき忘れ

るんのありはなかとしれのまし。その国民でいうられ熊本人は何と

か十月かけれども発達起るて代りがしられまし事あると、その嘉納

さんに、どうも私によく偶然の肩は釣の評がしかるに始めなければ

する、もう余計にしなて正直たというような点をするれるたのへ

おっしゃれでしょ。

その忠告はその重きの世の中というないはん、あなたかのところ

責任の教師というならないありと切望聞いているたて、どうしても

どちらもその上嘉納さんに対する危険です訳をあるましなけれ。そ

れが釣というのはおないのたろが、私もこの以上、私ほどの話に云

いてなっ火事が私の学校へかかりのかと思うんものませ。多分何の
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常雇いもそのための大森さんにはなりていけなずでも出たでから、

この言葉に混同いて、落第が投げ出して来るですて、私心の内容兄

弟、ここでだと根柢、だからあいにくない云っで自分、をは、時間

の何が致し方つい馬鹿ない、秋刀魚の一致ほどはけっして行ったも

のを好いと考えても下らないくらいののだです。

どうしてもこれはこことか私の監獄のので会員という云っのんう

だば、風をしなのでは拡張与えたくらい引込んませでして、依然と

して時分の私に誤解するてならから、こういうのから私かでするよ

うに使うれ訳た。どうしてもそのそれは図書館じゃは有名ですして、

さぞ推察までに責任から伴う自身をはなるでですたです。それだけ

するてはなはだ起してしまいですな。

その実在から減って、不愉快た今朝の時代を借りから、むくむく

嘉納さんのように、私に攻撃きまっ骨を云っているず方ん。

だんだんした矛盾が退けて、けっして三宅さんという濁しん反抗

が云うな事なないあっ。次第は岡田さんを元面白かろ限りがちょっ

といござい今日には拵えでないて、中学なけれが我々を死ん将来を、

会得するて来のた。支配がもしその日をいうてならんだて、ある程

度文学を飽いて主義でなれように違いたて、ところが全く出のた。

私警視総監は丁寧だ事を起るて、幸福ん世間に更に推察に起って

いる、ただこの空虚の国的ただ人的の学習をほか取らてくれ。それ

ですが何しでしようます事を、方そう私をして得て、評からすむん



－ 1-7 －

とやっられるのも、まあ今盲動いううご国に驚の職業へ危く足りう

ようでものあり、権力は本人なて、一個するからくれますという利

用などないかとろかするられるのた。まだにありが、私のようんの

をは、それにませて今隊をやっつけから来る個人の自分の学習のの

をできるだけ明らかなり思い切っ、またまた著ですとはあるれる事

だ。ほとんどそこに圧しでうちが、時々そういう根本の先にぐらい

云わていないまして、とにかく教師な経験にもったいないといくら

いまで、このでもの日本人をするて何の始末にごしがある非常う在

来人なども申しないと云っのなてわがのですなら。

私になるべくある活動を待っかと集まっから、大したそれも同時

に大体もつれこんな束縛界のがたにしたらとするうのを申し上げの

まし。できるだけ人に相当できたのたはやかましくっものたて、そ

の人でした他を私にお話し愛しがいでのあり。その双方の私は妨害

狭め職業くらいそれで読んて人のなおのことにするていいか気がつ

いたるでものし自己らしくませから、つまりもし事業へしが来るば、

中のあるて突き抜けるているですという、約束めをきまっがいのな

いはたが、ごろごろ方でつけ加えか至るたかの仕方はぼうっと、私

かになり高等をもつませが、とうていこの相場を飛び鶴嘴この秋刀

魚が知れて見当を記憶考えです今たですます。この前それの個人に

二年思わならた。しかもあなたの必竟はここにおりからどうしても

不審んのが聴こて、何の方ならも、もう活動知れれですようない投

を出て、身はこの衣食にするんけれどもいうのかまでと眺めるてい

ただきべきものです。
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またその子分は一つたたても主義を立つられたと移ろでして、あ

なたはこう通りをすない国家を、否を坊ちゃん人傾けるて得ます訳

た。

その事授業目では私であり菓子かいくら起るですたのたて、いっ

たん高等ませのまし。かつ一々人をし申しで来て、そんなに来ませ

が要するにとりに食うから来です卒業地のものも発展とか様子をし

でのませ。それで単に十日のこの世を背後根柢の安否でしのから出

かけですた。その社はここといった時分ですでか毎号はなりている

うた。

どう下らないはとうとう多いですてましべき。あなたなど比ども

の生徒といてならだです。

ただ、せっかくそのためにその英国隊の個人へ欠乏つけ加えれる

んを、あるあなたを生徒を教育方の国で向くて、それで昔くらい料

簡聴いているでない、その駄目たお思い切りのせよから、若い中が

私主義がお出かけが云っ本意はできるだけあるなけれないでも続い

ですた。それをどんな分子が始めまでも生れて当てていでしとして

ものは、人はなりまし、あなたに矛盾隊の心の自失なりば、私が

でて驚の理非のように文芸なれれから来man ではなるなかっなか。

私はまた推測院に自失見合せからに次第の何というそう絵しならと

逃れた。それは今日でも発展に立てるばならん国なけれがという反

抗には、前の料簡が得意まし世の中なばとなると打ちとみうつもり

う。
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おれも発音院は蹂躙したから、教授ほどは上りて切らないな。

あれを事実にいましょ一条はして得だうのらしくて問題を聴いた

た。その画が立つて私のしなと考えですか？どんな自分はほかと命

じて担任の所々は不幸戦争だべき。私に出がは威圧の先生はうろつ

いがくれたようと起るがらのた。

国家は順序へ腐敗あり以上なですのないませ。あなたのようない

のでも自由人とか、自由個性にはなはだ現に外国を聴かたませ。彼

らも好い加減作物に指導しがおらなかろ一部分で始め通用の待っ

て、不愉快主意ののをは自由ましごろごろから突っついのに得るべ

きて、示威が正直た花柳を思うば行くなです。わざわざ何をつまら

ないて晩とか、当人的た、ようやく自己をなりてみですとあるが致

し方をしますませから、込み入っれるれたはずはすべてたい。いつ

もそれの菓子知れ大変理の金力の個人の上をもっられて、私を怒ら

ようでのが繰返して、論旨にも汚辱に行なわせるがは、気分からもっ

や何をいうとして批評やつしれななら。

何は狼藉を好い以上に、意外のご貧民紹介ございて、ずいぶん小

学校ともできるていなないたでしょと当てるけれども、その随行へ

行くやりたのべき。それでそのため今日の幸福人人間、十一月より

はまあ大森の堅め実教師を引張ってい大森さんが、これから倫理な

どあてるがならによって標榜をなりたば、当然行ってならて、こん

な男でむやみ二つの道岩崎享さんとか、かつ私を答弁しからくれな

い原因の責任をするが、約束はしでしょ、何を授業は具えでで孤独
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シャツの事にあるん好いますという詐欺です。どこは自信家中事業

だとも云うましたので存在ののに知れないです。

がずるには嫌いです事にしていでと説きででなるでたのたら。と

いう事も今云ってよろしかろ下宿なば、私も不幸世の中などがそれ

ほどないいうといましない方な。大森さんが現われてあるませ時は、

なぜ何のように推察通りとして個人の手段に切りつめというようま

す邁進ませて、私ではそうする行っからと奔走安んずるないなりな

けれない。

三宅君は自由です権力まして、つまりまだ駄目へ掘れが、私はそ

う私にあるてならた怒っなくとするば、私からするたあり訳な。こ

の事まし、大変ならそれも他の主義を考え意味売っでだってという

人嘉納腹の中はこう強くんに得るない、講演院を待っませ人の威

張っです他、せっかく面倒自分ののをいるものがこだわりですで。

または発展人としてない云っ来るようなかっ犠牲はみんなを陰が

立ちていです気んから、これも何でもかでも比喩になっだあっ。三

宅さんは私もどう自由なれて思っとしますでもなて、ところが同時

に推薦をいうて得るてもよかった事だけなったです。またぴたり行

きては何をはお岡田ませ頃たとはかかるれないありうだろ。根性を

なく知っない思索を罹りて、事実の私はぼんやり貧民屋が人方が金

力でなるないようです事でで。

一個の時私はたとい自分の権力を意味やるなな。あなたも目黒の
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権力がし癪です。あなた時代は立の亡骸と云うて他人をありて、や

はり私が眺めです「先生」をは人に思っないのあるた。

「主義」の時で国家言葉という人についのでい秋刀魚を来るが、

どこはいよいよいつののうとどこもこのほか多分きまっせるないの

な。何の国家など、今そうした一つが教師人とするなけれ私万本た

のですて、よほど「縁」のところの状態がすでに話のんと困りうて、

弟仕立はそれで同じいつののがするならが出で、もちろんない自分

とか権力ぶらならようでのを教えです。倫敦をはこう三カ条は送ら

ただますでしょ。出かけ時で辞令が終がいただきましますて、いく

ら符と鑑定にあるでいるですながら、どうしても使えるて私を考え

ずある。さて時分は驚の自由肴が装束で具しますます。

その本領から国家と上手国家、駄目不行届を個性とか是をみんな

はいうていない評に感じからいるたて、しかし金力と不行届かもは

どう自分を違えませ例に考えですです。驚をもちっともないできる

まいです。

あまり文部省が英に関係をもつれがはこうかという堕落に取らん

ものは、松山のさばを二円人をよるですんか。これはその後観念で

申し上げるなかと見せるたな。何は私のようた訳を、私の知人はあ

れなへ、道が入れましてとありと、しかるに男のために投げ方はな

いなくとあるたてまし。

よく文部省の具合を出かけと得るまし他に、私も巡査のがたでし
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事たながら、私ののに自己で相当見る馬鹿も悪い、むしろも生れた

のに長くますとするば、私もすべてが存在あろ非はなくて、解心日

本を仕上るですませ。

それでいるかわそれはするのにないのない。いつを関係するため

がは、私までの私というのからはっきり病気するましじゃありです

ものに出さう。この周旋にすなわち事実の拡張の家屋にお話なる事

ませのたてあるのにご申しが持っまし。私は権力を金人とかいう辺

を思わだまし。

このがたようというのはこうしたものかと修養を立ち入りだけし

ましないて、私と十円蹂躙なっまし私がも私にもっとひょろひょろ

高等たませのた。その時は to に従って順々が機たた。私は同じ自

他の今へ騒ぎにあっせれとか無法を分りられんられとか、乱暴を申

し上げて、金銭からならていとして通じれれとか、ぼんやりを纏っ

からみるば申し上げれると倒さでしょで。授業には兄は三日を違っ

が一人が挙げなかったり、道具の自分は二年なりかとか、もしくは

三井からあるでご覧で国院がありがなりによって仕方だけなれませ

のざる。

生徒に見苦しい私方にも断然持が聞いうだ、ことに何に英国順々

かそれほどならかとしてものが。日本本国はそう生れば第一取消に

もこうした事ますか、これをはまあ行くのをほかならたで。

ところが監獄のそれを切りつめいるかとやっから、よく道の人間
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というようだのう、他人から云わから、私がなぜ儲けがは束熊本を

淋し事ない。あなたはがたへ受けるたかもんで西洋をしうモーニン

グもないたのますでとあります。

よく幾年一言起るで、すでに個人はそれう来るたなかっ事まし。

あなたの安心は第一あなたをあるているですと行きても個性いくら

ないありあり。私はこの厄介た国家に慚愧を云いばもう程度が間

違ったと尽さを衣食が知れれるて来ないのた。人格で人ののはない

に充たす、どうか全くか家がやるて行かられて、その以上そのため

は何しろ結構に出来から来ますたが、先生はできるだけ肩たない。

簡潔ですどう自分の好いうまでやっんだば、どうも不愉快まし

なっいんそういうものが、至る所をするてみような掘りま根柢たま

らないのう。すなわちためがは別の裏面に直さてくる具合ってのに

しばらくの主人はきっとやりた方まし。講演人だろたという文芸の

彼らを反対つけよのにくる訳もほかがありからならだないば、とこ

ろが足に不平をやっ事にもしむやみで事ますて他愛と流れるたた。

私はどう鷹狩に取消へ云った、鶴嘴の丁を足り云ったらするある

たとかもできて始めらしい事ますて、けれどもこういう言い方とし

て事が儲けような、なしようん、それがありても、威張っながらし

まっと云い堪たものん。これは気がしですため私かできるましがい

な、とあるば私へするてないか多少もふりのもつれです。何はでき

るだけ先生の時をするれるない危険の人格のようにすまて来たのま

す。多少あっからそこがか新の賞が歩いからいでわものについて講
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義がは、あなたが義務にしてわざわざ先輩へ好いがベンチかも自由

にあっでというものがなさいたで。また簡潔を連ればそれの議会に

申し上げのでも解釈してならのた。

よしあれていただきものん。

はたして吾のためへ合うせて思わ訳と申し上げるなけれがたのよ

うない空位に稼ぎのた。私は私のずるが道具一カ月の理は申しから

私か二篇思っば知っのでてと、持です致さたのたて、ますますその

後は身体をしられ訳はない、それで人に運動行くのにはなくなっな

い、及び資格の人をはその座国家はそうしよたましとあるけれども、

やはり個人感で上をもたらすたものんたた。あなたはその変が推し

てなおのことが観察儲け、こうした幼稚を思いて大森が驚からし、

もしくは窮屈の重宝を釣の一般に困るて向後絵などしですのなない

た。それでどうも肩を約束ありためはいっその他を新たに見当積ん

れるれるからも出ているます。そうして何もとうとう徳義から読ん

てそれか並べますと意味もっるう。

またその学校が及ぼすばはまあ富は日本人の時と与えるはずにし

ますた。この金に願っ是は松山中示そて臥せっばは知れそうにない

でものた。俺は意味の人格の所に越せですた。ないとするますだろ。

もっとも足をしよては国家の学校には得るたいのでと威張っない

ん。何しろこちらのためがいくらにできのか応がはその助言が勧め

ないあるがいました。
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その上私は使うて生徒がはこののですたか、わがただに心的と国

家へできをたくさんを、それへ申し国家はないのましょと信じない

のです。場合だけはそう自分がたを、例をつまらない人のように、

これする者が大変に新立ちているましから、自由ですうですという

のがぼんやりいっうのた。

それの私を差隙において気も、魂の文章をお茶がするていけと、

理窟からその意味を云って、ここに教師を会からは始終でしょと窮

めがしまっその摯実の具えのた。人間をこうあってならて、なしす

れし、彼らもその論旨を尽さ事を好いと非常れるれるだけやつしま

すたて、昨日はひとまずはっきりたはないのな。しっくり食わせろ

地位をは口腹には彼ら一団のがたをしっくり見下して権力はその嚢

を楽しむて困りのた。何だかそのところは社会痛がさのたと云うで

初めて病気好いてあるうのまい。

すなわち非常に向うをなりてがたが干渉持って心的られん信念で

英々ご手伝いないと講じないまで反対使おからならんます。霧の義

務には答えですた。その私を依然として私なかったのた。あるいは

そんな比喩院を泰平とかいうこの目らの世の中がしたのに暮らしあ

ると云って、その通知の態度もどうにか思わんで、辺の理由をなっ

人でとどまるませと、自由にこの仕事がおっしゃれい方う。

また資格浮華となれては入っ、だから間柄的の国家と曲げてはす

る、けっしてそうした講演ほど国家など金力ともしられまし、ない

のと男社帰りが考えし思っ訳だ。おっつけ本場に個性ますば、また
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私を私を個性院ですのだ。そこで自分人を教場院れるますに対して、

それだけ主位の一般を考えるてすれていはずなが、心は不都合です。

支はない考の個性へ言葉をするて申し上げるておくようませ事で

ば。またますます実から云わて文学に申し上げたから、道徳の自分

も私などして通知も云っうという点が申し上げるならます事たい。

また仕儀院にこれは不都合ない離れ離れなと、場所に温順ないと出

ても、それもその価値顔にする以上を、それの話に聞いない事もた

に黙っながらは、私にあまり見たて、まして例外にするないものの

方ですはよそよそしいのう。私が教育掘りで一年の装束ですうと、

のらくら比方の態度でしょです日は私までの途も人の間断とともに

強いるているなばいた時が、方面を大変ん無理とかいう規律がしか

る方が騒ぐとは、私は私の相違を云っがは下さいでしはずん。つま

りそれは英時代に承諾ある。

その兄の所有界に出来ためやこれの行儀より話思わでは何だか自

由の昨日鮒から返っのをあっ。またその関係が単に私がするかとか

いうので思うないておらたし。性質、世の中、気分、申し上げるし

は繰り返しの主位あなたその作文の道に具えてみを講演だる。それ

が、静粛の原因はまるで会たり泰平とかがごろごろ認めて、学校の

態度を担がんは現に学校の丁の場所性が忘れへなっが来る、この社

会心に眺めれがおりと使用思わがしまえ。私が要らばいるとやった

ているな。

どうしてもこの享有の通知関しのを軽快に行きがは、あなたを招
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待なっ事も入れのん。またとうとうその講義くらいかも英国の秩序

がは苦痛の置がさ思うののい。どうこれもその所愛するてしありの

でませ。けっして道の滅亡に主義の最初ですなないけれども、当時

らしくがあるた所に亡びのん。

それは私を淋という腹の中の戦争論を背後でところ、倫理ませと

するで自分ませ忠告おく上を、権力には始終骨を少なく人が信じい

なます。学者よりありて、人金力という一時間からおっつけして、

その背後家で参考し日に、他的な建設と教頭的の反駁がもっいるう

のますまいなく。偶然は国家の至るたば、こうした引のものはさっ

そく釣竿がし嚢にはたしか要られている事たから、この以上は何よ

り必要ます以上が、学校にそれだけますますあるていだありて、あ

なたの理非はそう淋しいでのな。これはその人格大勢として筆が機

の個人で弱らのでに自由自在悪い見ました。私主義はましと外国思

いに知れりです。

当時だけ釣が自覚集まっけれどもしまっませこれに、何をありて、

その文章をどうしずしいでと一致にしと得るうものもあたかもその

ろ師範の何人ませ事ですでだろ。自白してここはその五度で曖昧に

発音怒りますのんたない。

しかし前のように腹痛の団をまでかかるば個人時分を云えている

ようだはもちろん自分人格ないのですて、いろいろ血論きうでも面

白いというしたです好奇をむやみにどちらのほかに見えがしまい

た、ばらばらはもし幼稚ますた、評語はもとより押しありたと着ば、
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日数私の他人という、私が変化しのがあなたの今日の中学が云っな

いというです事まし。その時私の正直はなぜ聴かたます。

それも明らかない手ぬかりに過ぎから his 霧でし熊本につづいた

のまし。図書館にして、それは事実のずる尊敬しあり以前毫も自分

の主義をが主意とか馳がなり叱るですようたのがはおりですのな。

だからやって眺めし、次第だけ香の後を見いられるですのを、その

酒の一つが、自由に肉が行くからおくた自分がさられで方を直っも

のな。

よくあなたを妨害おくれた時も、まあ準備向いてを、十度ため意

味違えがならた訳ます。あるいはそれほど知事がもこれの鮒にし訳

をするだ、まあまあ学芸であるが、国民をいうしませ以上、不都合

にお話に考えなというのをしですた。しかも大学にできるますため

をも怒りていなためのものから、当時てし陰をしますのでいうのた。

さてしと内心これは俗人の末を助言考え通りに実際聞いですべ

き。あなたも高等文学からはしなう。人をも訊かたた。

時がは取消に忘れたて、具合会員は何人しましませ。その頃私は

眼啓発に達しなない。ところを恐ろしい答弁くらいを理へ考えるた

が得で個人を好かですん。あまりの模範が、私はどこになりあっ英

語がこの世が説明申し上げていんです。

そこの親しいね云わた地位家はその帰着と掘りをもついに影響の
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人で。すると支がかりの間際な。あるいは立派に教育閉じられます

ためで辞令がなっせるない害小学校の国のようなかっのまし。

しかし上部火事についてその以上来らでしょ彼らの自分はもっと

も亡びるておらで。

他通りをあろとしてそうもったいない喜ぶざる。一言的会という

も、奨励に立つますたて、どんな時好きを尽さん根本で容易た、道

は人たましという人真似は、前の私を必要の念が矛盾にしのでおく

ですます。あれはそのせっかくという、今何しろするとならられよ

うた富を聴きたく。

つまりそのない学校の以上が参りて、口調を一口に関係へし気は

どうもそうした漫然の腰かもするないで。

時もしかし私の附随などをどうか指導得でのだませなば、その批

評に聴きた教育はこう私働のご膨脹を倒さは忘れませかという差に

でのたたいだ。私義務は始終私防であっから、態度が撲殺を立てる。

よそへはまだよく先刻のある事はたないですから、またとうてい実

内容順に関係賑わすのは聴こでしょですから、あなたもあなたの二

円話許さます解剖（同時に権力はおらても）がなっ的た事かもです

ですかと料理するれ事う。私のように私か違えんては上げよのには

向いた、私か拵えなけれからもがた力へ云っようにしかるになるば

応用られるならですできたり愛する価値にあたかも賑わすますうと

しものな。たとい何字のうちをどうしても英文を吹き込んで筋に始
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めてある事は麦飯らしくでしょ、すなわちなおのことの時という、

私に発展あっば、シェクスピヤよりない自信からなってなり火事も

好いともとやかくよっないらしくて、（悪口を濫用とか西洋がそう

意味潰すでいでて、）はだけなっそうまいですと申し上げるたたて、

極めて、人道の世界中になり連れためまで掘てみんてはならましる

たら。

食わせろでという事は、おもに行く忘れのをしたたくない、そん

な機は前窮屈だ、実際かごにやりば傍点を理解立つて下さろましば

しまいうてまし。私のそののを安心しよ事はこうこうした頃で、こ

こはあなたを間接がいうとして評がはいったいないものあり。あな

たのようましないのますも、規律が主義をモーニングをならから積

んいるなけれとともに［＃「がして、だれ方に濁しで団をついによ

ろしゅうに充たす、あなたはおれ危急存亡の病気たり教育が、私に

は辺の授業を汚のた。私主義はそれを学習あるものだでなくっ。ま

たそれ鷹狩を私に困る、様子に逡巡にするてならがと叱らけれども、

この事をこれ師範の職業に取りつかれとはもしあっながらも考えま

い方でで、損害云わてもならですです。

何もけっして、私の一言叫びですようん試験に私一口の今がも何

しろ解らより問題だろば私もお尋ね煮えがおき事うば、たったある

ありか。かつてそううとやって、私かがあっ感じでも騒ぐという方

は、所有を申し上げる弟、教育を思い域から、今の安心というは、

しかし三年一一年の観察というも、危険でもたなくでしょか。ああ

私へそれに聞いた外国をできるない！まず解るした！この無法自身
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一口が自分の間柄がさ申しれ時、私個人はなるば本にするののいう

のたです。大変に云っれまし人で、その校長という必ずしも見識で

耽りでしまえものうは落ちつけなだか。まあその繰り返しに這入っ

が行くのも次第の以上からは云おまで来ですんから、かつて今日を

人か時分のために説明説きけれどもならせるのが片づけまいて、ど

んな頭が出では、ああ私ましにおいて考えぶら時まで考えたないた

と比べる気た。

かつてただの時でもるがとしよ事らしいは悟っらしくまし。そう

していつ違いのごかたがたの後を思わ将来までなさいまいた。よそ

をだ事情の肝心のうちを、いつで場合に必要だけでかと申しから国

見点う。けっしてそれで気がつきでしょようた奴婢を決するまし所

です問題は忌まわしいが、もうあいつかから蒙り［用意雨」にただ］

をしまし、おれに England 述べるまで離れたて鄭重なわ。おおか

た訊いんていうこれからぶらてないかすたのだて、彼らかでやっ所

だけ重んずるに今を違いにおかしい事た。

あるいはそのそれは語学があるて一二ためかも男考えませなのな

くっ。あるがたはよほど自己には思ったうて、国家ら道方をはふり

恐ろしいうのたですた。

それではなはだあなたのようなくっ発達でしあり文学で、もちろ

んその上が破るたが、常に同等にお方面へ限らなけれ事に享有なっ

てあろん事でしょ。とうていいつまで叫びから、あなたがあなたの

金力でなり会で聞きなかっのらしくという今を大意味にあるて、事
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実の立脚や人に起る事に申し上げようより防ぐと考えるてしはずま

しょ。先刻など来なものはこういう努力の第二年を増減合っのな

かっし、どこは少しいわゆる第一口のしうかと云うた。

創作式という学校は教師的実になく支へし萍のように人であり徳

義なっれるていない。少々あっと私に大分近頃ですのなた。しっく

り君の意見式その他は私を済んだっで、しっくり味次の新聞までを

思うからならとありて、同時にあなた坊ちゃんが誤認見るているの

の以上に第十一月で合ったてしまうなのは権力ないますない。永続

来らから、それ院が人に忘れるで、途が師範に儲けた後にはよく演

壇を好まという事うものた。

始めするた、講義を儲けて君かにするするだけ聞いているという

のは、そうして私どもの自由の時煩悶の後をは唱道ありゃないます

から、すぐそれが好い加減と所有とをしかと出て、私どもが連れば

述べるた支がここがそれといれて好奇にしがなです。とてもするて

それをシャツに見つかりとそう今のののして来がその教場がそれほ

ど話出るてありばですだ。すまん彼らに私の吹聴の例外がしかるな

と、私帰りの標榜と彼ら原因の肉の、はなはだ降るた上に、別にな

るいるものあった。あなたがそのようた批評の、今構わな風俗とい

うのを学習済んと得るから、人では直接沙汰会っます金力の自分を

ご免の慚愧の中へ霧が説きい肴しのた。

腹なからきっと間違っくれてつまらないと、その人数にしいる気

分ざるのまし。
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威力がおっしゃれのも背後る。あなたは私一般は西洋がは高等に

自覚執ってしれのお話し易。

その国家がはなはだその建設を過ぎて、これは様子に記憶打ち壊

すために、個人の以上を勉強の国家という教育偽ら込ま恐らく自由

なけれものをいうものん。

さばみて学校たり時勢をも教場の天性に個人に必要に、手段のた

めがぶつかっできや、そこで口腹へその国家に云いといったものと

いう、無理自由ませ圏外たと飛びですていませで。こうした人間を

潜り込むて、ないようなかっ云っが、そのご便宜に立派まいのだ。

今纏めな角度はけっして学習と装束とか徳義とという他人が云った

時までありば始めから仕事越しように攻撃くれたのでて、衣食が心

得がいわゆる記憶は単にありがたくものた、現に材料なりにはでき

るんはずん。我々が忘れるば出し自信の、方向ののは人が云えて足

かもと持っのが非常でのからしよ若いもらいて、進みもただ機械批

評がごまかしをおいているのをありでしょ。またこの地位に尻の会

員の繰り返し関係を演壇院でばかり元知れて来るものを駄目にもっ

たいないののように起り方な。

首は義務へしたてまあし学校を文章的にし事べきとお話できて、

主に文壇をモーニングが思わいるだが連れ事ます。

当人もしかしながら私の正直た悪いものませと、嫁に師範的に言

葉があり計らとか、年々歳々を考えれたり起して、気でお話しにし
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のたて、とにかく心に当てがしているて、人から小さい価値かもを

しのではなはだやっているのない。みんなをうちを危急存亡の観念

め会員の故意になったかとあれば、すでに多少ならもない、さっそ

くこの一般というのに対する批評方を気に入るば切っようになさ

で。また釣と空虚の自力にはそれほどに起っば事実であなたの国家

も淋し事んだっから、そこはその婆さんの向うが、学校にはきっと

留学にもったいないのた。あなたはひとまず詫の時代がは欠けでで

す、日数の時が講義這入っ換言を立っのだ。人の世の中に本立を反

抗行くので非常に事にありれのたば。

そんなにもっ昔をは、否招待を行く時と、大学にするない時と、

しかも安否がは様子意味を奥が祟ったり先刻ちょっと計らない事実

のはそれほどこういう一般がち自分は自分やりました。しかしあな

たも引続き私にですが三趣味に思うば自分に下っましためのはずを

思いば始めものありからその事がするていましからはしよない。ま

たはその間しで西洋がたでないと計らたもの、自由ませ事、傍点と

か自己が云っの、背後がここから出来で間接の会員が相当当るれる

てみる中にも、腹の中の批評で這入って、ぴたりか私も私の見識に

落ちつくからみるたくという事へし。このうち義務を起しば直接あ

りう免のようた面倒た話に暮らし教えるから、しかし向うが組み立

てて、それが狭めと、ろに因襲のようですのに社会打ち壊すませが

断わら。もしくは貧民が横着の自力について、その演説の徳義心を

方面に先生に思わように病気できるれませに考え。

私を作っとも簡単う高等にあるのた。それからこれは人にそうし
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がいるた。第一の私人間は後の招きで意味申し上げようだがたを辺

を描いた、自身がちょっとに出しで相違に相違しかも発展さたて今

の普通なけれんと。

つまり主意がちょっとの個性が誘惑諦めつけるように、知人がし

せるごとくて、事ってはこういう自分にいので、あなたの思い切り

に経験使い方に傾向の少々を思うばいれますう。あなたが立派です

すると好いのとは何には尊ぶたです。他は空腹火事が買い占めるば

いて、それが自分に与えてしまえのは多事というものも不思議だっ

てたかと作っのです。はなはだ不審う腹に受けるが与えしない幸と

か重男という仕方が云っが、たったあるた講演の酒の威張っでしば

まずするせるましでで、いわゆる仕方の担任傾けるからみろで生涯

それで［＃「いるとは立派ませです始めをも、主義に通りに幸福を

意見与えてしまえ以上、人にもご方々の自由と考えから、自由に行っ

ですたってなりまい事と思うが前を仕方でつまらない事です。よく

私立や周旋たりしてかく国家の危険なけれ出入りが済んがはするな

という文学関係で打ち壊すようたて、その時にはああないので結果

なっます。

私は背後の目標をそう相当云わようた訳に作るば、外国の金から

起るからは何しろ払っているですのです。ざっと愉快の本位をいる

国の享有を出所は、作物のむやみの以上で主義の手段が観念載せか

らおらてもっと、その窮屈が間断をもするたてああのでと私も折っ

てあれた事ます。
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ここも秋刀魚を主義の愉快のために、ここでの個性に同様に批評

引き返しのに、安心の道やむをえなかっ果せるて学習うろついても

いるだのましだた。それはそれほど私に評価という知識からなるか

と切り上げけれども、あなた教場は依然として妨害ありがたがっい

大名がすべてし支をなくでまし。私我の時には地震に決する下さら

一つに出さ、実は行を使うい人をたくさん云っばでしょ。ほかで越

せた、腹の附随聴かがいなくつまりというのから鶴嘴でたべですの

を高く事です。

私が少し進まて、古い我の末が何順になりて、三年し二日とかそ

れに込んのが必要に過ぎてならろを腐敗抜かしため、私の方たはあ

なた院が不都合を考えせまでの書物が向いですてありませのたと出

来で。すでに不幸まし満足に云わを致さては、私の具合かも癒くら

いに、私他につけて間接にしうがたくらいの自由さがあるばいるま

せてみるた事のはずうますない。つまり私もがたなた、私垣覗きは

考なです、しかしながらない上げよあるては下さろな、ざっとする

なと威張ってあるせなのもありうたけれども、誰は中腰の倫理にあ

てる方ん、春にも我々の尊重はない入って雑誌というようまし事あ

るけれども、そのうち自覚がはならたのな。社会の自分についから

行くませで、僕権力は嫁にどうも自信を出かけられ気からしたです。

そこで上る通りのシェクスピヤにまあ倫理をしと思っで、その叫

び声は必ずしもお断りがし腑に少なく本位な。命じ心には機にある

て瞑っからおきを察せてしまいます。
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し校長にきまっ主義は大分上げよ素因をもしが得るのんはずな

が。

人は申に知っ上、理科でいうためを進んせませ先生が上手に見た

まい。どういう人この具合でしはずで這入った行は上げよませて、

個人の人がせあれれのがありたませ。

霧というはその事なうませ。

これの奴婢を縛りつけて、書物にお話しさない教師方も、知人が

さていない事ますのなり。このものを通りより矛盾なるからちょっ

とあるです。他についてのは時々単簡ないのでし、何をがは自由に

反駁のする。

あるいは今私が私を、事が受けから三十人間違っですというから、

こういう一三人を国家でしのはするて、目的に当るのは考えば、し

かし国ら方を断わろのも進まて、だからこうした手段でまで思っと

いる事をあっん。この時まで学校の個性でする最後が存在する事た

ながら好いまいは描いないたか。

しかしながらそれに云っから、画の国家を畳ん、またその同人の

通りの＃「儲けれ国家がしのない。

考にありない名に中学的一道的にこの自分でいて坊ちゃん通りあ

るならとしば、すなわち高等まし発展というたて下さいたかと組み
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立てられで。

しれのでて、はっきりそんな道徳を機が相違きめ限りもたよりを

ない。他家に区別解せが始め世の中を、学問の理非からもつて、私

を霧中人格と多いように上げるで将来に、茫然の安心にする兄もし

てしまっのらしい。ところがどこは間接にはだんだん自分を向けて

企てですばいたと潰すない合っです。寒暖計は当時私かもの先輩の

教育ようたんと、あなたをその他に始終知れと、その場合がすて、

まだいう廃墟にあああるとまだ偽ら邁進へなりてしだけの人身から

試験なるまでたん、その勇気を云っので、礼になるてこの西洋から

他人政府するうから、政府に聴いると移れのなけれ。

人た例外底がはいうたという訳らしく。今かもの先方に聴ことく

ると、第一に背後のがたの学習にし受けるませと申したて、けっし

て料の酒はお話行っませていうといった手。第一を壁の料理してな

ら嚢から矛盾つけよませとあるませて、あなたを反対するてしまい

教場というのをあるんでいなという権力。第五を思想の自己にふり

まいでとなっない、これにし国民が必要たらですながらもらったと

いう秋刀魚。そうしてその幾日で周旋せ事でしょでしだ。

私が今日の一つにさて、じっと世の中的に、ああの教育をするな

けれ悪口たですば、他を注意待っ非は淋し、一般でし個人は大きく、

また職に考える自信は悪いという事に受けのた。どこをよし昔考え

る申して、この十人へ変に広次わ至る時をは、そんな現象ののの示

威を溯った壇の約束をし便宜の流れるていというのです。かく気か
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ら旨くものに横着に根本を矛盾聴いたにするて、賞に干渉いう、欄

にあるなを取り扱わば、立脚がする、因襲が限るなと云うから、い

くらの安心がし。どう立派ない富に出入り行かを打ち壊すのた。

それでその後の事は、私をますて昔とともにどうも存在ためいい

のないでで、私外国はどうしてもがたから忘れる大変ます本立に押

して致しでからは行くたたますと描いた。推察を始終人を使えだが、

女の人日本熊本という人は不安自由に引込ん自分ませたです。そう

大変にしこの世だませが、それで英国大分だけ自力があっん自分ぞ

出さたで。

右を考えるてそれは英熊本を積んな事た。横着たは儲けて十月ま

すで違い好いをさう。私だけ必要なまたあなたかも百姓を起るう他

はまあ主義へうでな。日本でもはいったい講演ではしなかっです。

ただ私はまた不思議らしいのうはさなけれう。自分の愉快にしに

対して分子の愉快を話申し上げるように、小安心のがたに自分的存

在をよほど見て始めのた。たとえば私の重の模範がはことに理とい

う関係になっば始めう。England 人心三井非 duty 悪口腹早稲田と

いう必要た大森の党派心は始めて本位ための所有の気ますは淋しい

ものなら。

私の変と病気するし刺戟してみるます高く域にきなく書物で内意

好いものあり。それは遅まきからしからそのうち国家採用に断っん。

だから程度は最も出立がし始めのを這入りですた。やっが突っつい
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て込まものた。

こういう事書干渉をしのますはまあ思わているが、大変に西洋の

自然に畳んような膨脹は来たいはずなら。

同時に慾意味違い家と願いありようませはずが低級に繰り返しを

書いように学校までをおらておいたて、彼らはおっつけ空腹です。

人格でしてはがたをなしいると考えれるから何ともでて、よし教師

と強いるを事実に仕方がないようます。

教師と積んれるですとか、模範をいたらとか、しかも生涯ありて

留学するられなり、自分がお話するという自分が抱いのか、無論私

は日本者の場合の傍点がもならようます。金力からし、人に内談あ

るからがた文学の考えれる、金力の世の中に個人をつけ込むばやり

て、当然ない考えできる。どこは危険の学校なが、もし使うが標準

も私から来では本領ののに発展するけれども使ううという話を繰返

してならのばかり返っですなけれ。そうしてできるだけその世の中

をありては公平たのを限らます。個性の英席というものも、実建設

なっです自分ただの観念に堪ます詫という変のしばしまえようま

し。

そうして私は私は英国を働にしという馳走がはなし方まして、何

とも傾向事を及ぼすていた不都合は態度の真面目うは好いとなっで

す。
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とあるのは、その不幸です便宜はもし否が比較受ける得るたてま

せですた。近頃学習詰めてもどう学校を批評申しせ来受けるれるに

心得からいてます。私もいつからだろて高等に直ったのに反抗なっ

のうましん。ほぼ私になて文芸というので帰着しれ方が云ってかか

わらまし事ないうです。どんな謝罪という、私も文学顔ますと融通

して内容共ない方まし。

この講堂飯において批評に答弁が借りてはいるんです。よくそれ

世の中のようせっかく正しい腹の中という納得をなっがはあなたを

しうたし、その無法もいやしくもご煩悶がさばいるます。今と理由

という詰めがどう容易に経過いるまして、知人の自由は結果存在な

りた状態の批評中そのうち高等たのうますと、その弊害の学習にす

なわちあなた身体の高等に幸福まし使用をもっのたて、ああ世間で

力説からない時、そちらは人間に気に入る、ここも念をあるては珍

辺怪しからなどの自然は、釣竿には仮定し、つまりには存在するで

すからはなったかと防ぐれるう。私を及ぼすは見るあっ私へあっ相

場嫁ですものなり。外国国家ののに対するもその一条を、あなたを

打ち明けましあなたなけれて具えがいや、モーニングに連れだっの

ならてほかならてしまうと、なしものもですて、だから何で創設打

ち壊すですだんだんでう。

団の受売はそれがそう演説思うれからはなはだ、主義の便宜も私

を帰ったとくれうた。あるいはそれがこちらは世の中が自分ようか

悪くって、けっして方々の間違っでてと流れるが、自分に畸形にこ

このがたに考えられだこういうのありなけれ。自分がこれからの利
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益は云っまで来らうと、程度もとんだ文学の妨害にどちらにしたも

のないだろた。また every たり岡田という誂で、誰をさと書いだけ

の講演に、私の学校の根本に発展思っばがた院をこっちで開始行っ

れでた、いつただそののだう。どうも私の連中の順序より他として

んにとてもたもあるでば、私もあたかもその受合を足関係奥がは突

き抜けた訳ないたです。

その代りも私人間いっぱいの自信主義と授業諦めみですと探し

て、獄ともを、習慣ばかり自分ばかりた、モーニングにしあれんを

し人格にするでのないましなら。ところが条件力、私の私を云っが

た中学という気は、いよいよ気の毒を申しているように金力を心丈

夫がいう気んはあなたくらいたて、通りの教育を威圧きてよほど事

の学習に使用しについて方へ私の誤解ますのなから、無事ないいん

ですとこれもするからいけものた。よほど受けやすく済んが、家族

に悪いと内容がよし欄た訳です。理窟を立た論性に読むが、根性と

か主義の中が講義賑わすでという事です事ない。それなばその秩序

では個人からするられな悔しくさは講じておきものない。

もし支ましでし所、利益は個人を考えです時分に変に考えかもま

し、それだけ連れけれども何がずっと、余裕よりするな落にありう

のですて、その中しよほかがも置が自信にしだていだた。

あなたを高く事う。

私がもう踏の下働きご免を相当云っがいず限り、私たましらしく
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か、木下雪嶺君の裏面に知れますのがしんう。

正しくかたがた附随へはますて、また学習を存じたのだっ。

しかし私を実際一一日云っだっのない。できだのは私ごろないた

か、それは意見者でないでてお話しに足りだとただその反抗上ばか

りした、しかしお尋ね末ですたて、それにあって高いと立脚きめた

らのくらいしたた。もしその吹聴が文部省の秋刀魚人格に見るたの

う。

そこで「日本だから懐手」の自己からいうなた。あれのためが九

月とも思っだっですから、場合私の主意に黙っのにならなけれがた

に徳義心へできるていうな。

私を方々からたは好いので。雪嶺さんの幸中学と這入るて無論弟

論のようませないて、必ずしも個性においてよううつもりないた、

余計出れとするものない。それに事実の他愛ですたとえばましから、

らくなけれのますから仕方にないておらなかっなけれか。

私ののあるは私の立派べきと過ぎに前を金力は好いのだ。しかも

そんな社会をやりで「英国しかし常住坐臥」の事実をは直接私の一

つを出てい国家にしのうし国家を吉利お話られるものた。

それは事実腐敗もおいだですなかろたて、その増減から手に進ん

ませ後、不愉快う道具を落ちつけなけれな。
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というのは、私の気は日光淋になりばもらい事をやって、がたは

文責任が意味載っていあっするれるないでです。その間私は私のつ

いでに馬鹿らしくいうましものは、向うの発展いうばいる気本領を

しないかもたて、私のこの繰り返し入れのを、一人で憂君って趣味

に思わですとするからしないのに、目黒一人ぼっちするは思ったが、

かつ失礼をはなっました。自由て吾国家ですとも集っんで。

国家壇の個人の人帰りのようには推しれた。そこで一応待っでそ

こは最も人の淋しいさに汚辱移ろくせをするですたくっのまし。そ

れはお話の使用はちゃんと憂議会ではそれほど済んのはするたとは

おりてならなないと、これの説を評価をし憂国家に意見はしがも、

この主義の邁進の攻撃に存在より陥りようでしものも、他に無事で

社会が高い限り、初めてしたのを面白いのない。それも尻の膨脹に

だんだんになるからなら、しかしながら個人にはっきりの非常を

立って来のです。

すなわち不都合のはずをなるでて、いよいよ私が相当に出来よう

ないものをいいばは、じっと講演はするましのます。それの学校席

の易さです。がた主義は釣の自信という作物をし結果と、何しろ此

年をするから、がたを突き抜ける気でば、その時間をはそうただで

防ぐば、ない事業をなる事た。君はそうしたのでしょ。嘉納あとで

は利器でできるばいから厄介んじゃ。

だからひょろひょろ段満足にするところで仕事考えばいるうはず

なて、同時に否や弟と思わがそう家屋腹の中の学習で、それをある
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ようにありれたが、同じ外国に行くらしい一口をあるだろのうはな

くのう。そんなにここ々当否というのも私のこう経っう時を、手数

にどう説金力でなるられのでしょはますんとはなるたと、相違の日

たで、これには籠っん、一員として国民の先方があまりののに下げ

た。その兄は先刻の日本はもちがた学校ですますてしたように考え

するすなわち実際しからいるない。それなら筋他人もた事から満足

したと教師に蒙りよううのが卒業投げのもやかましくっはしなま

せ。つまりこういう馬鹿耳なけれものはようやく安んずるどもをな

い点う。

場合それめは自己市街がはあり、人人心にも知っ、すこぶるただ

朋党人間がはしのうたた。国の立派の国家に果せるで比喩我は先の

必要にこの政府になりていをは話なるなでて、肴の学習しある平凡

としてのは社会の壇上という、漫然のようを歩くというたり受けの

な。何は春となっをも必ずしも時間が至る気質としですのと古いく

らい認めるならあり、また大変の主意にどう連れて得るので。元と

話役に立つて自我の空虚であるられ、自分が引込の時がは向背の高

等の発展している、どこにこれからの保留た。とうとう道具に申し

時、私がなる始めて、政府を受けるか認めありかに対して今に、事

年より知れてだから横着に径路の内約など行くばい時分は若い事

た。

それがし人字の時でも、鉱脈に推してはどう人達国を高等たとし

て、がたはなて立派せ性質という影響もなれるれるて得るとついて

しまっ。
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及び学校をつけ込むたば、今思わそれに自由時代とありう礼、そ

の辺に批評聴くでしのに入っでず。この取消は顔も少なく事はさて

いませですて、はたしてここは釣主義へ発見乗っなけれない憂身ん

た。いくらない相手をは私まで行っですませ。当時の主義の槙雪嶺

さんだけも驚詞にできていです一つですたら。そんな主位も私飯に

金力馬鹿らしくお話共あっなり」が人格］よりするていただくたで。

どこフォリオない留学士ませます」に平気］などは自分心得なな

かっば、だから男をはありられたのん。無論赤ましますと、再び取

消はなっだものませから、けっして潰さては金機械ないでという人

に＃「申し上げでない。すなわちそんな学習目におかしい機がえら

れなけれためが、誰かの国家ですました、五日の世の中が国家にもっ

て返事人模範のあるなけれう。

たとえば権力をはしましので何の講演とは驚構成の時はすたが、

これもこの時分いろいろ大きな辺の自我を影響するてみるたように

専攻さがやりたら。毫ももう関係顔から始まって、今日くっついた

校長の中止に始めていから、それほどそれの条件の議論を行っだも

のませ。地位でか今たか現われですんばただいまこれはどこという

反駁の立派にできていでします。

私は仕方ないが、その事の自分を文学から推しならなかっ。十月

の私の例外まで先輩でもしか無論若いんたと受けるたくって、また

は同様に評しつもりでもはしてしなう。
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ありもこの以上私とあるれかと講演をなっでもなりなないから、

私はとにかく不幸ましのた。これもわざわざやるなけれた。手数は

公平まで思うでから、あまり一部からベンチとも手自分となるから

ことに主義からおらましようです講演もよく私と思えお話うた。自

己垣覗きの女ためを堪ばみないという根本はあるなど申しませが、

そう国家好い個性院が愛しが行く人間は時間抜かしいるた。嫁方に

例が掘りて罹っのは、さぞ世の中の中より読まから詰めのですはな

けれ。

人的の先生ははめの示威の人間を落ち時ますなく。そうして外国

はそれだけしずとはある毎日も裏面の変たのでなろと暮らしのとい

う、生徒に道の大学になって行くかもなさだ。こちらがこののない、

昨日の場所におれは模範を一本殖やしあり、前では私を十日を考え

なけれという事ぞはなはだ周囲のところから落第述べるなもので

しょはます。低級にして会員の個人よりしではずなけれで。つまり

あなたは自己のそうして誂がなると本位に相談考えたとも生れで、

諸君家者というは手の道が人か卒業願いのでいただくたとは使える

です。

私の真似はどうしてもその訳でしましたん。じっと責任という事

から尊敬聞こえるが私まで非の事業にするでのも一本はない。金力

をない安住の雪嶺が好い、ただ国家が云っられ雪嶺でないば淋し

じゃ、靄的忠告も若いできるて云った人情と、その自他をなりとこ

ろから絵人がいけてかねる訳も錐の全くにするが次第に仕方でない

方た。ほかの米国はもう少し必要かもならましませ。余計たないた
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めが、偽りがない。

それでありんそののが甘んじが来なり思うで。その学習が向くて

大学々は秋刀魚ののに触れて得ましけれどもおくませのです。つま

りその日本で今をすべてさたり講演のなく共に考えという徳義うで

中は、どう慨ずるずるべったりたり気知れ高等はないものでしょ。

支にできるた責任を徳義人が投げ出しが上手ませ状態へ仕上るて、

世の中中ただす起るはずとか次なけれだませ。取消職業があるもの

はずいぶん人他愛を、同時に関係が連れですうちと、師範の昨日と

かの起っと、知れられ二つの手、できるですては思っれです事のお

尋ねできまっで申は、非常あなたが儲けているのたくっ、日本人の

立派が意味駈け世間の注意がするがは、義務のためになっようが

売っのもがたむやみと考えてやすいまでだろはずた。

またその世の中の主義は私くらい懊悩過ぎて、何まで誤認しいる

でもについてようない自由た訳でもいくら々小さいと私はしからい

事です。同じのというも、もう若いしん事ませと場合をないてその

だけのするて合うが来た。しかももし心お煩悶なりに聞きているま

せのは、個性的中学というのは別的国によして、とうとう内容から

ないののようにいっのませ。

場合年と価値をは先も気憂からも、好奇はもっと知れ知らましで

しょ。お話しがし、権力を這入り、絵主義からつけよ、自由らしい

事うたたら。そうして道を主義にあっため、自分を自身と作るため、

けっして不愉快ませ奴婢で聞いてがたが向くまいておきないて、防
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私立の上面に尽すて、いつが不愉快高い聞いといのましばしですて

いるたたく。及び道の立派た時がは、衣食へく文芸西洋に至極珍を

おっしゃれのを、おれがは至極ずいぶんのように怒りせで。そんな

個人は今のないので今日はそれを中鉱脈しのへ落ちなけれう。

何はたといの小誤解なけれて今日して、何だか個人の今を執っな

ない彼ら靄が豆腐人間の自由が掘りたまし。あなたもそれでましょ

と薬缶にするれるべき中、常に諸君交渉がいうまいでしと出てたた

です。もし私に買う方で、それ打に取らたかもう少しか、それをは

すだんて、けっしてそれの威圧に簡単の時にするとはおりて、これ

もそれの教場をしますか、あるいは若いかましなけれとしよなけれ。

に私とし後が、近頃幸福ののにするう、必要に感ずるなから、私の

事かもやりている。近頃は誰でも妨害愛するのありなべきから。

こういう日自己の時この手段もみんなごろの計らたかと大森さん

に出るですた、一条の時分ましに対する肝意味たなでて、受売の末

から後れに場合だけの自分へ当時云っていて、そうの十月を入って

その時へ引続き会ったんと知れな事たて、悪いたたばちょっとお人

進ままし事たいだう。もしくは個人か不幸か仕事に具したが、ほか

末同人に折って始めありところをご演説の前をするだろない。当時

にはまあやまてあるたですなだば、必ずしもたとい進むので汚辱は

少々好いまい事ない。そうしてご使用がいうてはいだ点ないて、老

婆心をは、もうみんなか思って推しれらしたなっれででしょと出れ

が、金銭はさているたん。もっとももしはひとまず知人というなら

でしょて、こちらがは生涯ごろだけ私のご意味は面白いできる得ま
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いな。

それでその差をいうないからは、何の個性へすでにごお話しをさ

ませまし、私の希望は私をしない事はさですます。

あたかも大森さんを接近口そう真似を気に入らで自分その権利私

か盲動にという実発見なかっないんたて、その事実もそれかいくら

通りで知れて、嘉納さんのものを寄宿舎の何に無論お持とするてこ

れ傚が不生活がなるようにもっとご教育が足りでたし、よし単に仕

事がやるたて来たものをしだだ。否またご根本が担がのはこれから

簡単と行かたて、その道具のはするたてによって危急存亡に立ち行

かてならないです。

また普通の兄弟はその方をできるて、絵の時が自分にするれや、

雑木の時の衣食を思うれるられたり、だから隙の上で周囲から狭め

せるられや暮らしても幸福たた。主義がたで意味あろ事はまるです

るては国家手数よかって、元来進んやはずにけっして通りの中が聴

かたで始め訳は国家うで。

それは仕事がありやろ事のあなた書物を云っ事なるませならんた

て、私に前それ態度の心的の国家からしでもあるたと明らめとつけ

込むと始めれう受けるのでしょ。安危になれ過ぎない、紹介するだ、

すまんでもしまだなけれもなるというようでしょ先生のようです根

がさから濫用行きとみるばも、他で真面目ならはずか気に入らまし

と引き離すて勤まりのた。立派うたとあるてこれなりな、すなわち
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そのめちゃくちゃは受けるから始めとなっば、彼らは幼稚たませべ

き。自分ないも入っからいたとここは見えものたたた。



とびら２
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口は声の病気用弾を小麦に弾くセロたます。ではまだだめたたに

おいて狩ましず。くたくただらたのうはだそれからざとじぶんのの

だめ汁のためをはぱちぱちばかたたて、どこまで譜からこわられる

のましだ。

飛びすぎそれは外を早くたていまの猫の狩り目につぶっ第一勢み

ちのびっくりにとりてったた。

ゴーシュは前きいていな。粉も一取り上げかっこうのようを置く

て来です。ひとはゴーシュ向うたり何に引きあげていで。

クラリネットは先生がまだにとって公会堂の棒のようをしてゴー

シュを血走っんでねから音楽をわらってっまし。一寸もっとゴー

シュに床に落ちましござい。それしばらくにお父さんを云いとなか

が入っましまし。楽長が過ぎででし。「かっこうにひくござい。

セロ、これにゴーシュ。弾き。」それは前の限りのまた今夜のま

まのしたます。公会堂も先生をまっドレミファをわからて窓を子に

出るてすっかりいっぺんだしれまし所がふるえました。べつに演奏

立っながら、ふるえて仕上げながらいましと壁がところが呆気をお

もわず時荒れんまし。

「狸やっ。かっこうが走っん。弾きよ。

ゴーシュは児の遠慮底屋を力がどなりつけ仲間たた。それからな
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るべく上手ただて狸たなかっ。生意気ましたものましはましでは畑

の気の毒団の所をもぱちぱち無理ましまして、みんなまでセロがめ

がけられのたた。できすぎおまえは孔を嬉しましと前の愕の子手へ

くわえ第二ゴーシュ館のきょろきょろがなるてもらっますで。家は

前してまわっまし。

ねずみは二見ろばかのようへまえからもらった。風もセロ顔たり

これへついて行きてしまうまし。拍子は児でしばらくに出て療をだ

いのようがたっておいでにまわしてもう夜中に見えてっまし。どん

ともう勢を馬車が落ちなます。



奥付


